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宮城県内外の
生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを発信
大河原町で支え合いの地域づくりに20年以上取り組む、NPO法人ほっとあい副理事長の渡邊典子さん（中央）

令和３年度 宮城県生活支援コーディネーター養成研修を開催中
　本年度の宮城県生活支援コーディネーター養

成研修は、基本の３研修と実践の５研修で構成

するオンライン方式で開催中です。

　12月に開催した実践研修５＜情報交換会＞

は、３圏域で計６回開かれ、コーディネーター

や自治体職員など延べ71人の参加がありまし

た。話題の多くはコロナの影響について。仲間

と会いたいという思いを大切にして、感染対策

をしながらグラウンドゴルフやウォーキングな

どの屋外活動に取り組む地域や、サロン参加

者・気になっていた世帯への訪問活動を始めた

地域、飲食なしの少人数のサロンを再開した地

域、オンラインを試した地域など、工夫して楽

しむ実践を相互に紹介。「地域活動を再開して

よいか？」と相談を受けることが増え、先進事

例を情報提供しながらどうすれば実現できるか

を一緒に考えるコーディネーターの動きも紹介

されました。

12月21日情報交換会・県北会場の様子

定
予
催
開
の
後
今
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【実践研修２】
〈協議体運営の工夫〉
2月4日（金）10：30～16：00

【実践研修３】
〈地域資源の活かし方〉
2月10日（木）10：30～16：00

【実践研修４】
〈現状分析・住民支援の手法検討会〉
2月25日（金）10：30～16：00



クリスマスにオカリナコンサートを開催

「
支
え
ら
れ
た
り
、支
え
た
り　

二
度
と

な
い
人
生
を　

み
ん
な
笑
顔
で
親
切
に
」―

―

こ
れ
は
、仲
間
と
作
詞
し
た「
ほ
っ
と
あ
い

の
歌
」の一節
で
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
っ
と
あ
い
は
、

１
９
９
７
年
9
月
に
大
河
原
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
催
し
た「
在
宅
福
祉
を
考
え
る

研
修
会
」の
参
加
者
有
志
に
よ
っ
て
、翌
年

10
月
に
発
足
し
ま
し
た
。ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
し
た
い
、他
人
ご

と
じ
ゃ
な
い
よ
ね
、と
い
う
思
い
か
ら
、多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

活
動
の
軸
は
、自
宅
に
出
向
い
て
話
し
相

手
や
掃
除
な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る「
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
」と
、拠
点
で
あ
る「
ほ
っ
と
あ
い
の
家
」

で
の
つ
ど
い
。病
院
や
買
い
物
に
行
き
た
い

と
い
う
要
望
に
応
え
て
外
出
支
援
移
動

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、夜
の
ケ
ア
が
必
要
で
あ

れ
ば
ナ
イ
ト
ケ
ア
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な

ど
、そ
の
都
度
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出

し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
前
述
に
加
え
て
、

介
護
保
険
や
障
害
者
総
合
支
援
制
度
の

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、「
み
ん

な
お
互
い
さ
ま
」の
精
神
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。一つ

目
の
柱
で
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、有
償
の
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
で
す
。年
齢
や
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、登
録
す
れ
ば
誰
で
も
利
用
が

で
き
、利
用
料
は
30
分
４
５
０
円
。そ
の
人
が

望
む
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
の
実
現
を一番
に

考
え
て
き
ま
し
た
。

依
頼
内
容
の
上
位
は
、通
院
介
助
、買
い

物
、調
理
の
下
準
備
。あ
わ
せ
て
、ひ
と
り
親

世
帯
の
子
ど
も
の
入
学
式
へ
の
付
き
添
い
、

居
酒
屋
や
映
画
鑑
賞
、墓
参
り
の
同
行
、お

中
元・お
歳
暮
の
手
配
な
ど
、公
的
な
サ
ー
ビ

ス
で
は
対
象
に
な
ら
な
い
希
望
に
も
応
え
て

き
ま
し
た
。２
０
２
０
年
度
の
利
用
実
績
は

25
人
、延
べ
１
２
７
１・５
時
間
。フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
を
き
っ
か
け
に
、必
要
に
応
じ
て

ほ
っ
と
あ
い
の
家
の
利
用
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
地
域
と
の
関
係
を
見
て
、つ
な
が
り
を
切

ら
な
い
視
点
で
生
活
を
考
え
る
」（
渡
邊
典

子
さ
ん
）こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
柱
で
あ
る
、ほ
っ
と
あ
い
の
家
で

の
つ
ど
い
は
、月
〜
土
曜
に
実
施
。１
時
間
２

０
０
円
で
利
用
で
き
、現
在
30
人
が
登
録
、

１
日
平
均
15
人
が
つ
ど
い
ま
す
。同
時
に
、誰

で
も
参
加
で
き
る「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」を

月・水・土
曜
に
開
催
。１
回
２
０
０
円
で
、13

人
の
登
録
が
あ
り
、５
人
が
定
期
利
用
し
て

会員の会員の現場から現場から 1

地域で気にかけ合い、
自分らしい暮らしの実現へ
地域で気にかけ合い、
自分らしい暮らしの実現へ
特定非営利活動法人ほっとあい
宮城県大河原町で支え合いの地域づくりに長年取り組んできた、特定非営利
活動法人ほっとあい。副理事長であり、宮城県地域支え合い・生活支援推進連
絡会議会員である渡邊典子さんの実践現場をご紹介します。 副理事長の渡邊典子さん（71歳）

そ
の
人
が
望
む
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
へ
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ほっとあいの家に
つどう人びと

ほっとあいの家に
つどう人びと

小

宮城県柴田郡大河原町
字町279番地１
TEL 0224-52-8555

特定非営利活動法人ほっとあい

い
ま
す
。90
歳
代
の
参
加
が
多
く
、要
介
護

と
要
支
援
の
方
の
割
合
は
半
々
。障
害
の
あ

る
60
歳
代
の
娘
さ
ん
と
親
子
で
参
加
し
て

い
る
家
族
も
い
ま
す
。

歌
や
も
の
づ
く
り
、軽
体
操
な
ど
を
楽
し

み
、お
昼
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作

り
の
昼
食
を
囲
み
ま
す
。話
を
す
る
の
が
得

意
な
人
は
朗
読
や
早
口
言
葉
を
読
み
上
げ
、

歌
が
始
ま
る
と
軽
や
か
に
踊
り
だ
す
人
が

い
て
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て
役
割
を
も
ち
、認

め
合
う
場
を
育
ん
で
い
ま
す
。

運
営
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、送
迎

の
運
転
や
調
理
な
ど
1
日
あ
た
り
約
10
人
。

責
任
の
あ
る
業
務
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
、1
時
間
4
０
０
円
の
謝
礼
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。20
年
４
月
〜
12
月
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
数
は
有
償
が
延
べ
７
２
０
人
、無
償

延
べ
２
８
０
人
。平
均
年
齢
は
72
歳
。「
と
も

に
年
を
重
ね
、こ
こ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ

て
も
居
場
所
で
あ
り
、お
互
い
を
気
遣
う
場

に
な
っ
て
い
ま
す
」（
渡
邊
さ
ん
）。

相
互
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
取
り
組

み
と
し
て
、「
あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」も
発
行

し
て
い
ま
す
。感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

と
思
っ
た
人
が
、相
手
に
カ
ー
ド
を
渡
し
、受

け
取
っ
た
相
手
は
ま
た
誰
か
に
そ
の
カ
ー
ド

を
渡
し
て
感
謝
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。カ
ー

ド
は
法
人
内
で
金
券
と
し
て
も
使
え
ま
す

が
、感
謝
の
気
持
ち
が
循
環
し
、あ
た
た
か

な
つ
な
が
り
を
育
て
る
の
が
目
的
で
す
。

カ
ー
ド
の
原
資
は
、み
ん
な
で
作
成
し
た
手

作
り
品
や
家
庭
菜
園
で
育
て
た
野
菜
な
ど

あ
た
た
か
な
つ
な
が
り
を
育
て
る

大野さん（95歳）
地元で小学校教諭を35年務め、顔
の広い大野さん。ほっとあいの活
動を見守り、有料老人ホームに入
居した今も、変わらず通い続けて
います。「ほっとあいのよさを応援
しています」。

門間さん（93歳）
山元町出身。国鉄勤務を経て、公民館
活動に従事。東日本大震災で被災し、
大河原町へ避難・転居。「渡邊さんに
『来週も来てくれるかな？』と言われ続
けて、11年通っている」と笑います。
ほっとあいの家のリーダー役。

菊地さん（95歳）
元保健師。要介護度３でほっとあいの
家に通って6年。いまは要支援１とな
り、有料老人ホームから週２回参加し
ています。健康講話を担当。

半澤さん（72歳）
親の介護を経て、8年前からほっとあい
の家の調理とファミリーサポートを担
当。「片付け、掃除、調理などをお手伝
いしながら、一人暮らしの90歳代の
方々の暮らしぶりに学んでいます」。

武山さん（77歳）
総合病院でボランティア活動をしてい
た武山さんに、渡邊さんが声をかけ仲
間に。オカリナコンサートを企画し、自
ら演奏するなど大活躍。奥様お手製の
おやつの差し入れも。

高橋さん（80歳）
シルバー人材センターに登録を
断られた５年前から、ほっとあいの
家のボランティアに。寄り添い上
手。「自分のできることを探して
動くのが好き。一人暮らしだけど、
いまが幸せ」。

杉山さん（７７歳）
発足時からのメンバーで、岩沼市に
転居したいまも週１回事務を中心に
担当。「秋に体調を崩して気力が低
下したときに、仲間が励ましてくれ
た。形を変えて、ほっとあいとつなが
り続けたい」。

を
販
売
し
て
生
み
出
し
ま
す
。

ほ
っ
と
あ
い
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態

宣
言
に
よ
り
活
動
を
10
日
間
ほ
ど
２
回
休

止
し
た
際
、参
加
者
宅
に
脳
ト
レ
の
プ
リ
ン

ト
を
配
付
し
て
歩
き
ま
し
た
。仲
間
の
足
腰

が
弱
っ
て
い
く
姿
を
目
に
し
、「
み
ん
な
に
会

い
た
い
」と
い
う
声
を
聞
い
て
、感
染
対
策
を

し
て
再
開
し
、現
在
に
至
り
ま
す
。「
人
と
つ

な
が
り
、自
分
の
い
い
と
こ
ろ
を
褒
め
ら
れ

る
と
元
気
に
な
り
ま
す
。活
動
を
と
お
し

て
、地
域
で
気
に
か
け
合
い
、関
わ
り
合
い
、

育
ち
合
う
関
係
づ
く
り
を
少
し
で
も
広
め

た
い
」と
渡
邊
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　誰もが人間としての尊厳と生きる意欲を持ち続
け、自立して自分らしく安心して暮らしていくことの
できる地域づくりと、生きがいのある長寿社会の建
設に協力をすることを目的に、1998年10月発足。
2000年１月にNPO法人化。主な事業として、
①ボランティアによる住民参
加型在宅福祉サービス事業、
②行政委託の一般介護予防事
業および障害者等移動支援事
業、③介護保険における居宅
介護支援・訪問介護事業など。
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〈12月3日ほか〉

〈12月4日〉

活動紹介コーナーを設置

住み慣れた地域で暮らし続けるためのお宝探し情報紙

バックナンバーがホームページで読めます   http://www.clc-japan.com/sasaeai_m/

宮城県地域支え合い・
生活支援推進連絡会議事務局
（宮城県社会福祉協議会）
〈12月期〉

電話：０２２‐２６６‐２６２１　担当：佐藤、菱沼、板橋

コロナ禍の地域のつながり研修会開催（美里町）

地域支え合いセミナーを開催（気仙沼市）

　事務局では、生活支援コーディネーターと協議体が取り組む地域づくりの後方支援を
しています。住民、専門職、行政職向けの研修・勉強会や地域づくり実践者の事例発
表・交流会などの企画、開催に必要なアドバイザーや講師の選定および招へいに向けた
調整もお手伝いします。まずはお気軽にご相談ください。

お気軽に
ご相談を

美里町社会福祉協議会では、コロナ以前と
変わらずにつながり合い、支え合う地域づくり
を進めるため、町内16地区社協と共催し、6会
場で研修会を開催。感染対策を行いながら地
区社協役員等が参加されました。

講演では、仙台白百合女子大学准教授の志
水田鶴子さんが登壇。人と交流をもち地域で
役割をもつことは健康維持や介護予防につな
がるとし、町の保健師などの専門職から感染症
対策を学びながら楽しみを継続しようと呼び
かけました。
また、町と町社協が進める町地域福祉計画
及び町地域福祉活動計画の合同策定に向けた
住民アンケートの結果報告や、町社協が作成し
た地域のつながり事例の動画上映もありまし
た。生活支援コーディネーターの高橋ゆかりさ
んは、「コロナ禍でも楽しみを共有し、つなが
り合うことの工夫を皆さんと一緒に考えてい
きたい」と述べました。

気仙沼市社会福祉協議会は12月4日、地域支え合いセミ
ナーを市民福祉センターやすらぎで開催。地域住民が支え
合いの地域づくりについて理解を深め、住民主体の地域活
動が市全域に広がることを目指して開いたもので、感染症対
策として午前と午後の２部制で定員の上限を設けて実施さ
れ、89人の参加がありました。
「今、求められている地域の支え合い」をテーマに、東北こ
ども福祉専門学院副学院長の大坂純さんが講演。コロナの
影響は多分野に及びますが、コロナ禍だから何もしないので
はなく、日頃行っていることや参加している活動の効果を見
直し、できることから取り組むことで、孤立を防止しつなが
りづくりになる有効性を説明。自分らしく暮らすための鍵
は、「行動すること、つながりを切らないこと、気にかけ合う
こと」と話しました。
続く活動発表では、地域活動２団体と地域支え合い推進員

が日頃の取り組みを報告。コロナ禍であっても、自分たちの
できる範囲で続けてきた活動や、どんな人も取りこぼさない

よう地域で見守りのネットワークを作り続けている活動につ
いて、発表がありました。


